


て、実験対象自射による影が生じ、解析結果に明らかな

影響がみられる箇所が存在する。このため、レーザーの

出力や台数、レーザーと対象モデルの配置関係に十分配

慮する必要がある。

6　まとめ

① case １において、開口部で気流の流入方向が左右交

　互に振幅する様子が観察される。

②対象モデル室内において、流れ場の主流部分及び風上

　側の開口部付近で風速が速い。

③ case ２において、風上側からの気流が対象モデルに

　衝突し、開口部付近で剥離による渦を形成する。

④各開口部から交互に風上側の内壁面に向かって空気が

　流入し、対象モデル室内に流れ場を形成する。

⑤レーザーによる影が可視化測定領域に生じてしまい、

　解析結果に明らかな誤ベクトルがみられる。

一致させる場合 (case1-2、1-3、2-2、3-2、3-3) の撮影

を行う。各実験caseでダクトを取り付けたスモークジェ

ネレーターを風上側に設置してシーディングを行う。

5　解析結果

5.1　case1-1

　図３に PIV 解析結果 (水平断面 :case1-1) を示す。図

３( ａ ) では、開口部で気流の流入方向が左右交互に

振幅する様子が観察される。対象モデル室内において、

流れ場の主流部分では風速約 1.5 ～ 2.5m/s、風上側の

開口部付近では風速約 1.4m/s であり、比較的風速が速

い。又、風下側の開口部から風速約 1.5m/s で気流が排

出される。対象モデル室内における、Ｘ =135 ～ 270mm、

Ｙ =90 ～ 180mm 付近では、風上側及び風下側の両開口部

に向かう気流が形成されており、主流以外の対象モデル

室内の流れ場は、複雑な気流場となっている。

　図３( ｂ ) では、Ｙ =180mm を軸に、全体的に左右対

称の気流を形成している。流れ場の主流部分では風速約

1.0m/s、風上側の開口部付近では風速約 1.2m/s である。

※１　既往の研究では、実験対象の奥行き方向の内壁面が撮影範囲に映り込ん
　　　でしまうため、開口部付近が明確に撮影できないこと等の問題点が挙げ
　　　られる。
※２　トレーサ粒子にはスモークジェネレーターで発生させた難燃性のスモー
　　　クを使用する。
※３　case1-1 のときのみ基準風速６m/s で測定を行う。

図４　PIV 解析結果 (水平断面 :case2-1)図３　PIV 解析結果 (水平断面 :case1-1)

5.2　case2-1

　図４に PIV 解析結果 (水平

断面 :case2-1) を示す。図４

( ａ ) では、風上側からの気

流が対象モデルに衝突したこ

とで、開口部付近で剥離によ

る渦を形成する様子が観察さ

れる。又、開口部では風速約

0.7m/s で、風上側の内壁面

に向かって各開口部から交互

に流入し、対象モデル室内に

流れ場を形成する様子が観察

される。

　図４( ｂ ) では、case1-1

と同様に、Ｙ =180mm を軸に、

全体的に左右対称の気流を形

成している。対象モデル室内

の平均風速は約 0.1m/s であ

り、case1-1 と比較して全体

的に風速が遅い。

　各実験 case において、撮

影条件を検討し、実験器具

の性能を向上させたことで、

良好な PIV 測定結果を得る

ことができる。しかしながら、

実験対象の風下側から照射さ

れた高出力のレーザーによっ
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( ａ )　case1-1：瞬時風速ベクトル (ａ )　case2-1：瞬時風速ベクトル

(ｂ )　case2-1：平均風速ベクトル(ｂ )　case1-1：平均風速ベクトル


